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は
じ
め
に

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
）
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
全
世
帯
の
三
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
人
暮
ら
し
で
あ
る

（
（
（

。

つ
ま
り
三
軒
に
一
軒
が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
に
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
か
っ
た
単

独
世
帯
が
、
五
五
年
間
で
約
七
倍
に
増
え
た
。
そ
し
て
、
今
も
複
数
の
成
人
が
同
居
す
る
家
族
を
圧
倒
し
て
年
々
増
え

続
け
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
）
に
は
男
性
の
生
涯
未
婚
率
は
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
の
生
涯
未
婚
率
は
三
・
三
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
既
婚
者
が
圧
倒
的
多
数
だ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
）
に
は
男
性
で
二
三
・
三
七

パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
で
一
四
・
〇
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
涯
未
婚
者
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
に
結
婚
し

た
カ
ッ
プ
ル
は
、
六
四
万
九
千
組
と
な
り
戦
後
の
最
少
を
記
録
し
た

（
（
（

。
二
〇
年
後
に
は
、
三
人
に
一
人
が
生
涯
未
婚
で

す
ご
す
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
や
一
人
者
が
日
本
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
単
身
生
活
者
が
激
増
し
て
い
る
。
結
婚
し
な
い
者
が
、
大
手
を
振
っ

て
歩
い
て
い
る
。
女
性
が
子
供
を
産
ま
な
く
な
っ
た
。
離
婚
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
実
を
と
ら
え
て
、
家
族
が

崩
壊
し
て
い
る

（
（
（

な
ど
と
識
者
た
ち
は
い
う
。
し
か
し
、
家
族
は
崩
壊
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
家
族
の
形
が
変
わ
っ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
人
世
帯
が
多
く
な
っ
た
現
実
を
称
し
て
、
家
族
の
形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
と
い
う
人
が
い
る
。
念
の
た
め
に

言
っ
て
お
く
が
、
江
戸
や
明
治
の
大
家
族
が
主
流
だ
っ
た
時
代
に
も
、
い
く
ら
か
の
割
合
で
一
人
世
帯
は
い
た
。
た
と

え
ば
、
一
八
六
五
年
（
慶
応
元
）
江
戸
の
麹
町
一
・
二
丁
目
に
は
、
全
部
で
一
四
三
世
帯
が
住
ん
で
い
た
。
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歴
史
学
者
の
南
和
男
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
夫
婦
と
子
供
か
ら
な
る
世
帯
は
四
一
軒
と
最
も
多
か
っ
た
が
、

シ
ン
グ
ル
・
フ
ァ
ザ
ー
と
子
供
の
世
帯
が
七
軒
、
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー
と
子
供
の
世
帯
が
八
軒
、
夫
婦
だ
け
の
世
帯
は

九
軒
、
一
人
世
帯
も
二
一
軒
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
世
代
同
居
の
世
帯
も
二
八
軒
あ
っ
た
。
残
り
の
二
九
世
帯
は
、
老
親

と
の
同
居
や
親
族
と
の
同
居
な
ど
様
々
だ
っ
た

（
（
（

。
い
つ
の
時
代
で
も
家
族
の
形
は
多
様
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
家
族
の

形
が
多
様
化
す
る
と
言
っ
た
だ
け
で
は
、
何
も
言
っ
て
い
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

最
初
に
家
族
の
形
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
本
書
で
い
う
大
家
族
と
は
、
一
軒
の
家
に
祖
父
・
祖
母
か
ら
子
供
ま
で
、

数
世
代
に
も
わ
た
る
人
が
一
緒
に
暮
ら
す
形
で
あ
る
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
叔
父
・
叔
母
そ
し
て
奉
公
人
ま
で
、

血
縁
の
な
い
人
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
大
家
族
を
拡
大
家
族
と
か
共
同
体
家
族
と
も
呼
ぶ
。
そ
れ

に
対
し
て
一
組
の
夫
婦
と
そ
の
子
供
た
ち
だ
け
が
同
居
す
る
家
族
を
核
家
族
と
い
う
の
は
周
知
で
あ
ろ
う
。

農
業
が
主
な
産
業
だ
っ
た
時
代
、
た
と
え
ば
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
も
夫
婦
だ
け
の
核
家
族
も
あ
っ
た
し
、
一
人

世
帯
で
暮
ら
す
人
も
い
た
。
し
か
し
、
大
家
族
も
核
家
族
そ
し
て
一
人
生
活
者
も
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
家
族
の
全
員
が
、

土
地
そ
し
て
農
業
と
結
び
つ
い
て
生
活
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
は
人
力
と
わ
ず
か
な
牛
馬
だ
け
が
労
働
力
だ
っ
た
か
ら
、
田
や
畑
で
働
く
人
が
た
く
さ
ん

必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
人
数
の
大
家
族
こ
そ
望
ま
し
い
家
族
の
形
で
あ
り
、
大
家
族
が
あ
る
べ
き
家
族
の
理
念

型
で
あ
っ
た
。
一
人
世
帯
や
夫
婦
単
位
の
核
家
族
の
よ
う
な
小
型
の
家
族
が
あ
っ
て
も
、
小
型
の
家
族
は
労
働
力
が
少

な
い
＝
貧
し
い
と
し
て
好
ま
れ
な
か
っ
た
し
、
夫
婦
単
位
の
核
家
族
が
あ
る
べ
き
家
族
の
理
念
型
に
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

明
治
も
中
頃
以
降
に
な
っ
て
物
つ
く
り
が
主
流
の
工
業
社
会
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
大
家
族
で
は
時
代
に
対
応
で
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き
な
く
な
っ
た
。
土
地
と
の
関
係
が
切
れ
た
ま
ま
で
大
家
族
を
続
け
る
と
、
人
々
は
貧
し
く
な
り
不
幸
に
な
っ
た
。
働

い
て
も
働
い
て
も
暮
ら
し
は
楽
に
な
ら
ず
、
食
料
が
都
市
に
奪
わ
れ
て
農
村
部
で
は
餓
死
者
す
ら
で
た
。

困
窮
し
た
農
村
部
か
ら
、
多
く
の
人
が
都
市
へ
と
流
入
し
た
。
都
市
部
で
は
、
貧
困
者
た
ち
が
集
住
し
て
各
地
に
ス

ラ
ム
を
形
成
し
た
。
我
が
国
に
お
け
る
ス
ラ
ム
の
存
在
は
す
で
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
上
野
駅
近
く
の
下
谷
万
年
町
、

浜
松
町
駅
付
近
の
芝
新
網
町
、
赤
坂
離
宮
近
く
の
四
谷
鮫
ケ
橋
な
ど
が
有
名
だ
っ
た

（
（
（

。
困
窮
し
た
農
家
か
ら
娘
が
身
売

り
さ
れ
て
、
女
郎
と
な
っ
て
苦
界
に
身
を
落
と
し
た
こ
と
も
周
知
で
あ
ろ
う
。

敗
戦
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
た
戦
後
に
な
る
と
、
農
業
従
事
者
の
急
激
な
減
少
と
平
行
し
て
、
大
家
族
か
ら
工
業
社

会
に
適
し
た
〈
核
家
族
〉
へ
と
転
じ
た
。
こ
こ
で
誕
生
し
た
〈
核
家
族
〉
は
、
そ
れ
ま
で
の
核
家
族
と
は
趣
が
異
な
っ

た
。
以
前
の
核
家
族
は
大
家
族
と
同
じ
よ
う
に
、
土
地
と
結
び
つ
い
た
生
産
組
織
で
あ
り
、
違
い
は
人
数
の
多
寡
で
し

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、〈
核
家
族
〉
で
は
土
地
と
の
結
び
つ
き
が
切
れ
、
生
産
組
織
で
は
な
く
な
っ
た
。

〈
核
家
族
〉
で
は
、
夫
た
る
男
性
が
工
場
や
会
社
な
ど
の
職
場
で
働
い
て
、
給
料
生
活
者
と
し
て
一
家
の
生
計
を
支
え
、

妻
た
る
女
性
は
専
業
主
婦
と
し
て
家
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夫
婦
で
家
の
内
外
で
分
業
す
る
こ
の
〈
核
家

族
〉
は
、
工
業
社
会
に
最
適
だ
っ
た
の
で
社
会
の
主
流
に
な
り
、
工
業
社
会
の
家
族
の
理
念
型
に
な
っ
た
。

一
般
に
は
夫
婦
と
そ
の
子
供
だ
け
の
家
族
を
核
家
族
と
呼
ぶ
の
だ
が
、
本
書
で
は
一
般
的
な
核
家
族
と
の
区
別
の
た

め
に
、
夫
婦
と
そ
の
子
供
を
構
成
員
と
し
、
か
つ
性
別
役
割
分
業
を
旨
と
す
る
核
家
族
を
、〈　

〉
を
つ
け
て
〈
核
家
族
〉

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

様
々
な
家
族
の
形
が
あ
る
中
か
ら
、
そ
の
時
代
の
家
族
理
念
を
探
し
て
、
時
代
や
産
業
に
適
し
た
家
族
の
形
を
見
極

め
る
。
そ
し
て
、
時
代
に
適
し
た
新
た
な
家
族
制
度
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。
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今
、
工
業
社
会
か
ら
情
報
社
会
へ
と
転
じ
つ
つ
あ
る
。
今
後
の
情
報
社
会
で
は
、
性
別
役
割
分
業
を
旨
と
す
る
〈
核

家
族
〉
で
は
対
応
で
き
な
い
。
だ
か
ら
結
婚
を
忌
避
し
、
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
。
性
別
役
割
分
業
を
旨
と
す
る
夫

婦
単
位
の
〈
核
家
族
〉
が
、
機
能
不
全
に
な
っ
た
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
に
あ
る
べ
き
家
族
の
形

と
し
て
、
一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
に
上
梓
し
た
『
核
家
族
か
ら
単
家
族
へ
』（
丸
善
）
で
提
出
し
た
「
単
家
族
」
と
い

う
家
族
の
理
念
形
を
使
っ
て
い
く
。

産
業
と
家
族
の
形
に
は
、
次
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
、
農
業
社
会
＝
大
家
族
＝
群
の
生
活

　

二
、
工
業
社
会
＝〈
核
家
族
〉＝
対
の
生
活

　

三
、
情
報
社
会
＝
単
家
族
＝
個
の
生
活

家
族
は
憩
い
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
子
孫
を
の
こ
す
制
度
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
い
つ
の
時
代
に
も
家
族
は
存
在

す
る
。
家
族
は
崩
壊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
家
族
の
形
が
、〈
核
家
族
〉
か
ら
単
家
族
へ
と

変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
家
族
は
新
し
い
家
族
理
念
で
あ
る
た
め
、
い
ま
だ
人
々
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
に
す
ぎ

な
い
。

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
）
頃
以
前
に
は
、
夫
婦
と
子
供
二
人
の
〈
核
家
族
〉
を
標
準
世
帯
と
称
し
た
が
、
当
時
の

標
準
世
帯
は
全
世
帯
の
半
数
ほ
ど
だ
っ
た
。
今
後
、〈
核
家
族
〉
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
。〈
核
家
族
〉
と
い
う
不
公

平
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
社
会
制
度
は
息
苦
し
く
、
多
く
の
人
々
に
幸
福
を
も
た
ら
さ
な
い
。
す
べ
て
の
人
を
公
平
に
社

会
の
構
成
員
と
し
て
扱
う
た
め
に
は
、
単
家
族
を
標
準
世
帯
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
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脱
性
別
化
し
た
単
家
族
こ
そ
、
今
後
の
情
報
時
代
に
適
合
的
で
あ
る
。
単
家
族
制
度
の
実
現
を
は
か
り
、
単
家
族
が

充
分
に
機
能
す
る
よ
う
な
制
度
に
、
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
て
こ
そ
人
々
は
幸
せ
に
な
れ
る
。
こ
れ
が
本
書
の
考
え
で

あ
る
。

�

著 

者　
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第
１
節　

家
族
の
形
を
さ
が
し
て

今
日
で
は
、
家
族
と
は
結
婚
や
血
縁
で
結
ば
れ
た
、
近
親
者
だ
け
を
さ
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
た
と
え
一
軒
の
家
で

寝
食
を
共
に
し
て
い
て
も
、
血
縁
の
な
い
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
家
族
と
は
呼
ば
な
い
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
大
家
族
だ
っ
た
戦
前
ま
で
の
日
本
人
た
ち
は
、
女
中
さ
ん
や
住
み
こ
み
の
奉
公
人
た
ち
を
も
家
族
と
呼
ん

で
い
た
。
つ
ま
り
一
緒
に
住
ん
で
同
じ
仕
事
に
従
事
し
て
そ
の
家
を
支
え
る
者
は
、
た
と
え
血
縁
が
な
く
て
も
、
全
員

を
家
族
と
み
な
し
て
い
た
。
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
も
事
情
は
同
じ
で
、
住
み
こ
み
で
働
く
人
た
ち
を
家
族
と
呼
ん

で
い
た
と
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
野
外
歴
史
博
物
館
の
学
芸
部
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ー
キ
ン
は
い
う

（
（
（

。

現
代
で
も
大
家
族
で
暮
ら
す
人
は
い
る
。
し
か
し
、
現
代
の
大
家
族
は
、
お
祖
父
さ
ん
や
お
婆
さ
ん
と
孫
た
ち
が
一

緒
に
住
ん
で
い
て
も
、
戦
前
の
大
家
族
と
は
暮
ら
し
を
立
て
る
中
身
が
違
う
。
老
夫
婦
が
同
居
し
て
い
て
も
、
彼
（
女
）

ら
は
若
夫
婦
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
老
世
代
に
は
年
金
な
ど
別
口
の
収
入
が
あ
っ
て
、
夫
婦
ご
と

に
家
計
が
別
に
な
っ
て
い
る
。

別
家
計
の
夫
婦
が
、
同
じ
一
軒
の
家
に
住
む
こ
と
を
二
世
帯
同
居
と
い
う
の
は
周
知
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
大
人
数
で

暮
ら
し
て
い
て
も
、
農
業
が
主
な
産
業
だ
っ
た
時
代
の
単
一
家
計
の
大
家
族
と
は
、
そ
の
中
身
が
違
う
。
現
代
の
大
家

族
は
、
老
夫
婦
と
若
夫
婦
と
い
う
二
つ
の
〈
核
家
族
〉
が
、
た
ま
た
ま
一
緒
に
住
ん
で
い
る
、
と
見
な
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

日
本
の
物
つ
く
り
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
た
三
〇
年
く
ら
い
前
ま
で
は
、
家
族
と
い
え
ば
、
家
の
外
で
稼
ぐ
お
父
さ

ん
と
家
事
に
専
従
す
る
お
母
さ
ん
、
そ
れ
に
子
供
が
二
人
と
い
う
組
み
合
わ
せ
だ
、
と
思
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
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当
時
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
そ
れ
に
子
供
が
二
人
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
、

工
業
社
会
に
適
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
も
っ
と
も
多
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
た

め
、
こ
う
し
た
性
別
役
割
分
業
を
旨
と
す
る
〈
核
家
族
〉
を
標
準
世
帯

（
（
（

と
呼
ん
だ
。

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
に
は
標
準
世
帯
は
、
四
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、

一
一
年
た
っ
た
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）
に
な
っ
て
も
四
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

あ
っ
た
。
夫
婦
と
子
供
が
二
人
と
い
う
世
帯
は
、
一
度
も
過
半
数
を
超
え
た
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
標
準
世
帯
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
単
に
数
の

問
題
だ
け
か
ら
で
は
な
く
、
夫
婦
と
子
供
だ
け
の
〈
核
家
族
〉
が
、
工
業
社
会
の

発
展
に
好
都
合
だ
っ
た
か
ら
標
準
世
帯
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
頃
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
そ
れ
に
子
供
が
二
人

と
い
う
四
人
世
帯
は
、
一
人
世
帯
に
追
い
こ
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
八
）

の
国
民
生
活
基
礎
調
査
計
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
と
子
供
の
家
族
は
二
九
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
う
ち
親
子
四
人
で
暮
ら
す
標
準
世
帯
は
、
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
く
ら
い
し
か
お
ら
ず
少
数
派
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
ま
の
我
が
国
で
、
一
番
多
い
の
は
一
人
暮
ら
し
の
単
独
世
帯
で
あ
る

（
（
（

。
最
近

二
五
年
の
伸
び
は
上
の
表
で
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
二
〇
一

五
年
（
平
成
二
七
）
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
全
世
帯
の
三
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
都
市
部
に
限
れ
ば
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
人
暮
ら

し
で
あ
る

（
（
（

。
一
人
暮
ら
し
が
多
い
の
は
、
都
市
部
だ
け
で
は
な
い
。
地
方
で
も
、

家族類型別の世帯数� （単位は 1,000 世帯）
家族総数 夫婦のみ 夫婦と子供 単親と子供 単独世帯

1990 年 平成  2 年 40,670 6,294 15,172 2,813 9,390
1995 年 平成  7年 43,900 7,619 15,032 3,109 11,239
2000 年 平成 12 年 46,782 8,835 14,919 3,577 12,911
2005 年 平成 17 年 49,063 9,637 14,646 4,112 14,457
2010 年 平成 22 年 51,842 10,244 14,440 4,523 16,785
2015 年 平成 27 年 53,332 10,758 14,342 4,770 18,418

2015 年（平成 27）の国勢調査から
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一
人
暮
ら
し
が
多
い
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
都
市
と
地
方
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
中
身
に
、
少
し
の
違
い
が
あ
る
。

地
方
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
は
、
伴
侶
を
失
っ
た
年
寄
り
が
多
い
。
二
〇
〇
四
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
国
民

生
活
基
礎
調
査
で
は
、
全
世
帯
数
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
六
五
歳
以
上
の
独
居
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
一

人
暮
ら
し
の
絶
対
数
は
都
市
部
の
方
が
多
い
が
、
一
人
暮
ら
し
の
増
加
率
は
、
都
市
部
よ
り
地
方
の
ほ
う
が
高
い
く
ら

い
で
あ
る
。

地
方
で
は
広
い
敷
地
の
大
き
な
家
に
、
老
人
が
一
人
で
住
ん
で
い
る
風
景
を
よ
く
み
る
。
一
人
暮
ら
し
の
老
人
た
ち

は
、
家
が
広
す
ぎ
て
持
て
あ
ま
す
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
の
老
人
は
、
も
ち
ろ
ん
都
市
に
も
い
る
。
五
〜
六

十
年
前
の
高
度
経
済
成
長
期
に
大
量
に
造
ら
れ
た
大
都
市
周
辺
の
団
地
に
は
、
伴
侶
を
失
っ
た
老
人
が
一
人
で
住
ん
で

い
る
こ
と
が
多
い

（
（
（

。
都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
も
過
疎
化
が
す
す
ん
で
い
る
。

終
戦
直
後
に
は
五
人
を
超
え
た
家
族
数
の
平
均
は
、
全
国
的
に
み
る
と
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
八
）
現
在
で
二
・
三

三
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
京
都
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
現
在
、
一
世
帯
の
人
数
は
二
人
を
切
っ
て
一
・

九
九
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
小
型
家
族
が
主
流
に
な
る
な
か
、
私
た
ち
は
ど
う
生
き
れ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
か
。

子
供
を
作
ら
な
い
一
人
暮
ら
し
は
無
責
任
で
、
ゴ
ミ
屋
敷
を
作
っ
た
り
老
後
破
産
に
陥
り
や
す
い
。
老
後
は
社
会
の

お
荷
物
に
な
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
と
、
独
居
老
人
に
社
会
的
な
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
た
ち

は
結
婚
し
て
、〈
核
家
族
〉
と
い
う
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
を
選
択
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
我
が
国
で
も
ま
す
ま
す
情
報
社
会
化
は
進
む
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
他
の
先
進
国
と
同

じ
よ
う
に
、
今
後
は
既
存
の
結
婚
制
度
が
意
味
を
失
う
。
男
性
が
家
の
外
で
稼
ぎ
女
性
が
家
事
に
専
念
す
る
〈
核
家

族
〉
は
、
も
は
や
幸
せ
を
保
証
し
な
い
。
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〈
核
家
族
〉
は
社
会
的
な
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
ば
か
り
だ
。
だ
か
ら
、
も
し
子
供
が
欲
し
く
て
も
、〈
核
家
族
〉
を
作

る
必
要
は
な
い
。
結
論
を
先
取
っ
て
い
う
と
、
現
在
の
結
婚
制
度
と
は
無
縁
の
ま
ま
で
子
供
を
も
つ
単
家
族
が
、
今
後

あ
る
べ
き
家
族
形
態
と
な
る
。

家
族
と
は
複
数
の
人
々
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
一
人
暮
ら
し
は
個
人
で
し
か
な
い
と
か
、
一
人
暮
ら
し
は
家
族
と

は
呼
ば
な
い
、
と
い
う
人
も
い
る

（
（
（

。
し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
も
子
供
を
も
て
ば
家
族
で
あ
り
、
子
供
の
い
な
い
〈
核
家

族
〉
が
あ
る
よ
う
に
、
子
供
の
い
な
い
単
家
族
が
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
単
家
族
が
二
組
ま
た
は
三

組
以
上
同
居
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
単
家
族
は
必
ず
し
も
一
人
生
活
者
と
は
限
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
て

話
を
進
め
よ
う
。

第
２
節　

家
族
の
原
点
に
せ
ま
る

単
家
族
の
話
に
入
る
前
に
、
家
族
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。
若
い
男
女
二
人
が
結
婚
し
子
供
を
も
っ
て
、

新
た
な
家
族
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
男
女
の
出
会
い
が
新
婚
家
庭
を

へ
て
、
新
た
な
家
族
の
誕
生
と
な
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
は
間
違
い
だ
ろ
う
。

大
家
族
と
い
う
家
族
の
な
か
へ
婿
や
嫁
を
迎
え
れ
ば
、
家
族
の
構
成
員
が
一
人
増
え
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら
戦
前
ま
で

の
大
家
族
が
多
か
っ
た
時
代
に
は
、
男
女
の
出
会
い
は
決
し
て
新
た
な
家
族
を
生
み
だ
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
時
代
は

住
ま
い
の
面
か
ら
見
て
も
、
男
女
の
出
会
い
は
新
た
な
家
族
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
は
新

婚
向
け
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
結
婚
し
て
も
新
た
な
家
族
を
作
っ
て
二
人
で
暮
ら
す
場
所
が
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
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農
業
が
主
な
産
業
だ
っ
た
時
代
に
は
、
そ
れ
な
り
の
広
さ
の
農
地
が
な
け
れ
ば
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
ま
り
新
婚
の
二
人
が
暮
ら
す
に
足
る
農
地
が
な
け
れ
ば
、
新
た
な
家
族
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

男
女
が
出
会
っ
て
も
農
地
が
な
い
か
ぎ
り
、
新
た
な
家
族
を
作
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。

今
は
精
子
の
提
供
者
で
あ
る
男
性
と
、
子
供
を
産
ん
だ
母
親
が
一
緒
に
住
ん
で
家
族
を
作
り
、
そ
の
子
供
を
育
て
る

の
が
正
し
い
家
族
な
の
だ
、
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
の
は
、
子
供
の
誕
生
す
る
生
理
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、

男
女
を
カ
ッ
プ
ル
と
し
た
家
族
の
作
ら
れ
方
が
似
て
い
る
の
で
、
両
者
を
混
同
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

子
供
の
誕
生
に
は
、
男
女
の
作
る
家
族
が
不
可
欠
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
男
女
が
結
婚
し
て
い
な
く
て
も
、
女
性
が
妊

娠
し
さ
え
す
れ
ば
子
供
は
生
ま
れ
る
。
妊
娠
後
に
父
親
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
ま
た
父
親
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
女

性
が
順
調
に
産
み
月
を
迎
え
れ
ば
子
供
は
生
ま
れ
て
く
る
。
子
供
の
誕
生
に
は
、
精
子
と
卵
子
、
そ
れ
に
健
康
な
母
体

が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
っ
て
、
核
家
族
が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
。

昔
は
生
命
誕
生
の
原
理
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
子
供
の
誕
生
は
男
性
の
力
に
よ
る
と
い
わ
れ
た
。
い
や
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
あ
る
時
代
に
は
女
性
は
借
り
腹
と
い
わ
れ
、
男
性
が
子
作
り
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
不
妊
の
原
因
は
も
っ
ぱ
ら
女
性
に
あ
り
、
男
性
の
ほ
う
は
不
問
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た

（
（
（

。

し
か
し
、
最
近
の
生
命
科
学
は
、
反
対
の
事
実
を
証
明
し
つ
つ
あ
る
。
筆
者
は
男
性
だ
か
ら
哀
し
い
話
だ
が
、
生
物

学
者
の
福
岡
伸
一
に
よ
れ
ば
男
性
は
で
き
そ
こ
な
い
で
あ
り
、
子
供
の
誕
生
に
は
女
性
が
不
可
欠
な
の
で
あ
っ
て
、
男

性
は
お
ま
け
だ
と
い
う

（
（
（

。

二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
精
子
の
販
売
・
管
理
に
関
し
て
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
た
。

今
で
は
ア
メ
リ
カ
食
品
医
薬
品
局
が
精
子
銀
行
の
指
導
・
管
理
を
し
て
い
る

（
（
（

。
そ
の
た
め
、
平
凡
な
男
性
の
得
体
の
知

れ
な
い
精
子
で
妊
娠
す
る
よ
り
、
精
子
銀
行
で
素
性
の
わ
か
っ
た
精
子
を
買
っ
た
ほ
う
が
、
優
秀
な
子
供
が
生
ま
れ
て



7　序　章

良
い
と
い
う
声
も
聞
く
。

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
）
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
皇
太
子
と
一
緒
に
ク
リ
オ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

の
オ
ー
レ
・
シ
ョ
ウ
代
表
が
来
日
し
た
。
ク
リ
オ
ス
は
世
界
最
大
の
精
子
銀
行
で
、
冷
凍
保
存
し
た
精
子
を
医
療
機
関

や
個
人
に
対
し
て
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
一
〇
〇
ヶ
国
以
上
に
も
精
子
を
輸
出
し
て
い
る
。

文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
ク
リ
オ
ス
は
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
）
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
ア
メ
リ
カ
の
二
社
体

制
を
整
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
さ
れ
た
精
子
を
液
体
窒
素
で
マ
イ
ナ
ス
一
九
六
度
に
冷
凍
保
存
し
て
、
海
外
へ

で
も
四
日
程
度
で
届
け
て
い
る
。
精
子
の
価
格
は
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
約
一
万
三
〇
〇
〇
円
）
か
ら
一
六
四
〇
ユ
ー
ロ
（
約

二
一
万
八
〇
〇
〇
円
）
ま
で
幅
が
あ
り
、
値
段
は
「
ド
ナ
ー
」
の
地
位
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
精
子
の

ク
オ
リ
テ
ィ
つ
ま
り
解
凍
後
の
精
子
の
「
運
動
率
」
＝
元
気
さ
で
決
ま
る
と
い
う

（
（1
（

。

子
供
の
欲
し
い
女
性
は
、
結
婚
す
る
必
要
も
男
性
に
頼
る
必
要
も
な
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
精
子
で
も
、
サ
ッ

カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
者
の
精
子
で
も
、
精
子
銀
行
で
入
手
が
可
能
で
あ
る
。
冷
凍
宅
急
便
で
保
証
付
き
の
精

子
を
届
け
て
も
ら
い
、
自
分
で
体
内
に
注
入
す
れ
ば
妊
娠
で
き
る
。
精
子
銀
行
で
検
査
済
み
の
精
子
を
使
っ
て
、
女
性

だ
け
で
人
工
授
精
し
た
ほ
う
が
安
心
だ
と
言
う
声
も
あ
る
。
我
が
国
か
ら
で
も
利
用
可
能
で
、
付
属
の
人
工
授
精
キ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
実
際
に
妊
娠
し
た
日
本
人
女
性
も
い
る

（
（1
（

。

我
が
国
で
も
非
配
偶
者
間
の
人
工
授
精
は
、
す
で
に
六
〇
年
も
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
な
ど
の
公
的
機
関
に

よ
る
精
子
の
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
は
き
い
た
こ
と
が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
一
〇
〇
〜
二
〇
〇

人
の
非
配
偶
者
間
人
工
授
精
児
が
誕
生
し
て
お
り
、
親
と
血
縁
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
累
計
で
一
万
五
〇
〇
〇
人
以
上
も

誕
生
し
て
い
る
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
一
〇
〇
万
人
以
上
の
子
供
が
、
精
子
銀
行
か
ら
の
精
子
提
供
に
よ
っ
て
誕
生
し
て
い
る
ら



8

し
い
。
子
孫
繁
栄
に
は
男
性
は
不
要
。
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
声
も
聞
く
が
、
い
ま
ま
で
男
女
の
両
性
が
い
て
こ
そ
人
類
は

繁
栄
し
て
き
た
。
子
供
の
誕
生
に
は
、
精
子
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
男
性
と
女
性
が
不
可
欠
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
橋
本
秀
雄
が
『
男
で
も
女
で
も
な
い
性

（
（1
（

』
で
述
べ
る
よ
う
に
、
男
女
間
の
違
い
は
絶
対
的
な
も
の
で
は

な
く
、
男
女
の
中
間
に
は
半
陰
陽
者
＝
イ
ン
タ
ー
・
セ
ッ
ク
ス
も
い
る
。
そ
の
た
め
単
純
に
男
性
・
女
性
だ
け
で
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
半
陰
陽
者
は
圧
倒
的
な
少
数
者
で
あ
る
。

自
己
は
他
者
を
鏡
と
し
て
自
分
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
か
ら
、
半
陰
陽
者
は
半
陰
陽
者
と
し
て
自
己
の
性
別
意
識

を
形
成
で
き
ず
、
男
性
か
女
性
の
性
別
を
ま
と
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
性
同
一
性
障
害
者
で
も
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
本
書
で
は
性
別
・
性
差
と
も
に
男
性
・
女
性
の
二
組
を
前
提
と
し
て
論
じ
て
い
く
。
性
的
少
数
者
に
つ
い
て

は
、『
ゲ
イ
の
誕
生
』（
彩
流
社
刊
）
を
参
照
し
て
欲
し
い
。

本
書
は
様
々
な
家
族
が
あ
る
な
か
で
、
独
身
が
良
い
と
か
、
非
婚
と
か
シ
ン
グ
ル
を
選
択
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
個
人
が
結
婚
を
選
ぶ
か
否
か
を
、
本
書
は
論
じ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
家
族
に
つ
い
て
の
個
人
的
な
選

択
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
社
会
が
標
準
と
す
る
家
族
制
度
を
問
題
に
し
て
い
る
。

そ
の
社
会
が
あ
る
べ
き
家
族
の
形
と
し
て
、
ど
ん
な
家
族
制
度
を
も
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
。
し
か
も
、
事
実
と
し

て
の
家
族
の
人
数
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
理
念
と
し
て
標
準
、
も
し
く
は
理
想
と
さ
れ
る
家
族
制
度
を
問
題
に
す
る
。

な
ぜ
な
ら
事
実
で
は
な
く
、
家
族
理
念
が
人
間
の
行
動
を
決
め
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
で
は
、
子
供
の
誕
生
に
は
男
女
が

必
要
だ
、
と
い
う
前
提
に
し
て
家
族
の
話
を
進
め
よ
う
。



匠 雅音（たくみ・まさね）
1948年神奈川県生まれ。中央大学法学部卒業、筑波大学大学院芸術研究
科修士課程修了。建築学を独学し、建築設計事務所を設立。物書きとして
は情報社会の「家族」および「子供」の存在意義について論及している。
主な著書には『家考』（学文社）、『性差を越えて』（新泉社）、『核家族から
単家族へ』（丸善ライブラリー）、『ゲイの誕生』（彩流社）等がある。
[http://coolboy.org]

核家族の解体と単家族の誕生
2019 年 2 月15日　初版第 1 刷印刷
2019 年 2 月20日　初版第 1 刷発行

著　者　匠 雅 音
発行者　森下紀夫
発行所　論 創 社
東京都千代田区神田神保町 2-23　北井ビル（〒101–0051）
tel. 03（3264）5254　fax. 03（3264）5232　web. http://www.ronso.co.jp/

振替口座　00160-1-155266

装幀／宗利淳一
印刷・製本／中央精版印刷　組版／フレックスアート
ISBN978-4-8460-1760-6　©2019 Takumi Masane, Printed in Japan.

落丁・乱丁本はお取り替えいたします。


